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(57)【要約】
　照明システムについて示した。照明システムは、光ガ
イド（3）、前記光ガイド（3）に光を結合するように配
置された光源（5）、を有し、前記光ガイド（3）は、光
の少なくとも一部が、第1の通常方向（21，121）に放射
され、前記光の少なくとも一部が、前記第1の通常方向
（21，121）とは異なる、第2の通常方向（23，123）に
放射されるように配置されることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ガイド、
　前記光ガイドに光を結合するように配置された光源、
　を有する照明システムであって、
　前記光ガイドは、
　光の少なくとも一部が、第1の通常方向に放射され、
　前記光の少なくとも一部が、前記第1の通常方向とは異なる、第2の通常方向に放射され
るように配置されることを特徴とする照明システム。
【請求項２】
　前記光源は、半導体光源であることを特徴とする請求項1に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記半導体光源は、発光ダイオードであることを特徴とする請求項2に記載の照明シス
テム。
【請求項４】
　前記光ガイドに光を結合するように配置された、複数の光源を有することを特徴とする
請求項1乃至3のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項５】
　前記複数の光源は、前記光ガイドに、面内で分布されるように配置されることを特徴と
する請求項4に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記複数の光源のうちの少なくとも一つの光源は、コリメータを有することを特徴とす
る請求項4または5に記載の照明システム。
【請求項７】
　当該照明システムは、さらに、電子制御ユニットを有し、該電子制御ユニットは、前記
光源の少なくとも一つを個々に制御するように配置されることを特徴とする請求項4乃至6
のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項８】
　前記光源の分布の少なくとも一つの区画は、前記光ガイドに、ある光源からの光を結合
する入力結合ファセットと、前記第1の通常方向に、前記光ガイドからの光を結合する第1
の出力結合ファセットと、を有することを特徴とする請求項4乃至7のいずれか一つに記載
の照明システム。
【請求項９】
　前記LED分布の前記区画は、さらに、前記第2の通常方向に、前記光ガイドからの光を結
合する第2の出力結合ファセットを有することを特徴とする請求項8に記載の照明システム
。
【請求項１０】
　前記第2の出力結合ファセットは、前記第1の出力結合ファセットに隣接することを特徴
とする請求項9に記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記第1および前記第2の出力結合ファセットのいずれかは、反射性であり、前記光ガイ
ドの前記面に対して傾斜されていることを特徴とする請求項9または10に記載の照明シス
テム。
【請求項１２】
　前記第2の出力結合ファセットは、湾曲していることを特徴とする請求項9乃至11のいず
れか一つに記載の照明システム。
【請求項１３】
　前記第1の出力結合ファセットおよび前記第2の出力結合ファセットは、共通のv形状を
形成することを特徴とする請求項9乃至12のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１４】
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　前記第2の出力結合ファセットは、前記光源に隣接して配置されることを特徴とする請
求項9乃至12のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１５】
　前記複数の光源のうちの少なくとも一つの光源は、コリメータを有し、
　前記コリメータは、前記第2の出力結合ファセットを有することを特徴とする請求項9乃
至14のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１６】
　各第1の出力結合ファセットは、対応する入力結合ファセットと対向することを特徴と
する請求項8または9に記載の照明システム。
【請求項１７】
　前記光ガイドは、光ガイド板であることを特徴とする請求項1乃至16のいずれか一つに
記載の照明システム。
【請求項１８】
　前記第2の通常方向は、前記第1の方向とは反対であることを特徴とする請求項1乃至17
のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１９】
　前記第1の通常方向において、前記前記光ガイドから出力結合された光は、平行化され
ていることを特徴とする請求項1乃至18のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項２０】
　前記第2の通常方向において、前記前記光ガイドから出力結合された光は、発散してい
ることを特徴とする請求項1乃至19のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項２１】
　請求項1乃至20のいずれか一つに記載の照明システムを有する透明照明器具（illuminai
re）。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システムおよび照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（LED）技術は、急速に発展している。単位ルーメン当たりの単価の減
少とともに、LEDパッケージ当たりのルーメン量は、上昇しており、将来、一般的な照明
市場に対して、大規模なLED技術の導入が生じるものと予想される。
【０００３】
　商業部門は、競合他社と自身との差別化のため、照明システムを使用する。従って、導
入後にカスタマイズすることの可能な、汎用的な照明システムに対する要望がある。また
、システムは、容易に変更することができることが望ましく、新たなシステムまたは照明
パターンが、例えば、低コストで天井に形成されても良い。これは、季節の変化、ディス
カウントの提供などの際に望ましい。
【０００４】
　従って、そのような照明器具の設計が課題となっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、増加した機能を有する照明システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明では、
　光ガイド、
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　前記光ガイドに光を結合するように配置された光源、
　を有する照明システムであって、
　前記光ガイドは、
　光の少なくとも一部が、第1の通常方向に放射され、
　前記光の少なくとも一部が、前記第1の通常方向とは異なる、第2の通常方向に放射され
るように配置されることを特徴とする照明システムが提供される。
【０００７】
　本発明の照明システムは、通常の照明と、例えば対象の照明とを同時に提供することが
有意である。
【０００８】
　第1の通常方向において、光ガイドから出力結合された光は、平行化されていても良く
、この場合、ギラツキが回避されまたは抑制されるという利点が得られる。
【０００９】
　第2の通常方向において、光ガイドから出力結合された光は、発散していても良く、こ
の場合、例えば、対象が均一に照射されるという利点が得られる。
【００１０】
　光ガイドは、光ガイド板であっても良い。
【００１１】
　第2の通常方向は、第1の方向とは反対の方向であっても良い。
【００１２】
　光源は、半導体光源であっても良い。半導体光源は、発光ダイオードであっても良い。
【００１３】
　照明システムは、光ガイドに光を結合するように配置された、複数の光源を有しても良
い。複数の光源は、光ガイドに、面内で分布されるように配置されても良い。光源の分布
の少なくとも一つの区画は、前記光ガイドに、ある光源からの光を結合する入力結合ファ
セットと、前記第1の通常方向に、前記光ガイドからの光を結合する第1の出力結合ファセ
ットと、を有する。この場合、第1の通常方向に光を入力結合し、出力結合するための、
外部部材が不要になるという利点が得られる。前記複数の光源のうちの少なくとも一つの
光源は、コリメータを有しても良く、この場合、単純な方法で、不快なギラツキが回避さ
れ、または抑制されるという利点が得られる。
【００１４】
　LED分布の区画は、さらに、第2の通常方向に、前記光ガイドからの光を結合するように
配置された、第2の出力結合ファセットを有し、LED分布の区画は、さらに、第2の通常方
向に、前記光ガイドからの光を結合するように配置された、第2の出力結合ファセットを
有する。
【００１５】
　光源分布の区画は、さらに、前記第2の通常方向に、前記光ガイドからの光を結合する
ように配置された、第2の出力結合ファセットを有し、この場合、第2の通常方向に光を出
力結合するための、外部部材が不要になるという利点が得られる。
【００１６】
　各第1の出力結合ファセットは、対応する入力結合ファセットの反対側にあっても良く
、この場合、製作が容易になるという利点が得られる。
【００１７】
　第1もしくは第2の、または両方の出力結合ファセットは、反射性であり、光ガイドの前
記面に対して傾斜されていても良く、この場合、LEDからの光が、別の区画に、全くまた
はほとんど侵入しなくなるという利点が得られる。このような問題は、吸収または他の光
源での散乱などのため、光効率を低下させ得る。
【００１８】
　第2の出力結合ファセットは、湾曲していても良く、この場合、放出される光がより広
い角度的広がりを有するという利点が得られる。また、これは、粗い拡散反射表面を有す
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る、出力結合ファセットにより行われても良い。
【００１９】
　第2の出力結合ファセットは、第1の出力結合ファセットに隣接しても良く、この場合、
第1および第2の出力結合ファセットが簡単に製造できるようになるという利点が得られる
。
【００２０】
　第1の出力結合ファセットおよび第2の出力結合ファセットは、共通のv形状を形成して
も良く、この場合、異なる2つの方向に放出される光量の調整が容易になるという利点が
得られる。
【００２１】
　第2の出力結合ファセットは、LEDに隣接して配置されても良く、この場合、第2の方向
に、混合された光が放出されるという利点が得られる。
【００２２】
　前記複数のLEDのうちの少なくとも一つのLEDは、コリメータを有し、前記コリメータは
、前記第2の出力結合ファセットを有しても良い。この場合、部品数が少なくなるという
利点が得られる。
【００２３】
　照明システムは、さらに、LEDの少なくとも一つを個々に制御するように配置された、
電子制御ユニットを有しても良く、この場合、光パターンが形成されるという利点が得ら
れる。
【００２４】
　本発明の別の態様では、透明照明器具（illuminaire）は、本発明による照明システム
を有する。この場合、目立たない、優雅な、上品な、または魅力的なランプが形成される
という利点が得られる。例えば、ランプは透明であり、観者が天井を見たとき、例えば、
ランプを介して、画像または良好な外壁作品が示される。
【００２５】
　全般に、特に断りのない限り、全ての使用用語は、その技術分野における通常の意味に
従って解釈される。「発散」という用語は、取り込まれた光ビームが進行方向に相互に広
がるような光の状態を表すものと、広く解される。平行化光に比べて、「発散光」という
用語は、より広い角度分布を有する光を意味する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例による上面図である。
【図２】本発明の第2の実施例による上面図である。
【図３】第3の実施例による照明システムの側断面図である。
【図４】第4の実施例による照明システムの側断面図である。
【図５】第5の実施例による照明システムの側断面図である。
【図６】第6の実施例による照明システムの側断面図である。
【図７】LEDを用いた照明器具の代替形状の側断面図である。
【図８】LEDを用いた照明器具の第2の代替形状の側断面図である。
【図９】本発明の照明システムの使用時の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　添付の概略図面を参照して、一例として、本発明の実施例について説明する。
【００２８】
　図1には、本発明の第1の実施例を示す。照明システム1は、光ガイド板3、および複数の
光源5を有し、この一実施例では、光源は、発光ダイオード（LED）であり、ねじれ分布7
で配置される。LEDの分布は、複数の区画9を有し、各区画9は、入力結合ファセット11、
第1の出力結合ファセット13、および第2の出力結合ファセット15を有する。
【００２９】
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　実施例において、他の光源が使用されても良く、これは、蛍光ランプまたは白熱ランプ
であっても良く、あるいは例えばLEDまたは半導体レーザのような半導体光源であっても
良いことに留意する必要がある。この際、僅かな修正が必要となる場合がある。例えば、
レーザを使用する場合、平行化は不要となる。
【００３０】
　さらに、光源の数は、1から複数まで、いかなる数であっても良く、これは、どのよう
に照明システムが設計され使用されるかに依存することに留意する必要がある。
【００３１】
　図2には、本発明の第2の実施例を示す。ここで、照明システム1は、光ガイド板3、およ
び複数のLED　5を有し、LEDは、ねじれ分布7で配置される。LED分布は、複数の区画9を有
し、各区画9は、入力結合ファセット11、第1の出力結合ファセット13、およびコリメータ
125上に配置された第2の出力結合ファセット115を有する。
【００３２】
　図3には、本発明の実施例による区画9がより詳しく示されている。LED5は、光ガイド板
3の部分17に配置される。例えば、部分17は、過剰部、ホール、または異なる光ガイド材
料を有する部分を有する。またLED5は、他のいかなる適当な方法で光ガイド板3に埋め込
まれ、取り付けられても良い。LED5は、使用LEDに応じた角度分布で、通常発光方向19に
光を放射する。従って、放射光は、LED技術で一般的な、いかなるタイプのビームプロフ
ァイルをも形成し得る。LED5は、約90゜に傾斜した上方放射LEDまたは側方放射LEDであっ
ても良い。通常発光方向19は、入力結合ファセット11に向かう。入力結合ファセット11は
、光ガイド板3の面に対して垂直に配置され、従って、入射光は、反射されず、光ガイド
板3内に伝達する。
【００３３】
　第1の出力結合ファセット13は、入力結合ファセット11の反対側に配置され、すなわち
発光方向19におけるLED5からの光は、第1の出力結合ファセット13には入射されない。第1
の出力結合ファセット13は、光ガイド板3に対して傾斜するように配置される。第1の出力
結合ファセット13に隣接して、第2の出力結合ファセット15が配置され、第1および第2の
出力結合ファセット13、15は、V形状を構成する。第1および第2の出力結合ファセット13
、15の傾斜のレベルは、第1および第2の出力結合ファセット13、15の物理的特性と同様に
、設計パラメータとして設定される。
【００３４】
　発光方向19においてLED5から放射された光は、入力結合ファセット11に入射する。この
光は、光ガイド板3に入り、全内部反射（TIR）状態で、前記光ガイド板3内を伝播する。L
ED5のビームプロファイルは、平行化されていても良い。TIR状態のため、いくつかのLED5
からの光は、光ガイド板3内で混合される。
【００３５】
　光が前記光ガイド板3に伝播した後、光の第1の部分は、第1の出力結合ファセット13に
入射する。第1の出力結合ファセット13は、傾斜しているため、TIR状態は、有効ではなく
なり、光の第1の部分は、反射され、第1の通常方向21において、光ガイド板3から放出さ
れる。第1の出力結合ファセット13を、金属のような光反射材料で構成することにより、
光の反射は、さらに助長される。
【００３６】
　光ガイド板3を伝播する光の第2の部分は、第2の出力結合ファセット15に入射される。
第2の出力結合ファセット15は、第1の出力結合ファセット13と反対の方向に傾斜している
ため、TIR状態は、有効ではなくなり、光の第2の部分は、反射され、第1の通常方向21と
は反対の第2の通常方向23において、光ガイド板3から放出される。異なる方向21および23
で放出された光の量は、第1および第2の出力結合ファセット13、15によって形成された、
V形状の全長を個々に変化させることにより調整される。例えば、両方向21および23にお
ける光の量を等しくすることが好ましい場合、第1および第2の出力結合ファセット13、15
は、等しく配置された部材とされ、すなわちこれらは、対称なＶ形状を形成する。
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【００３７】
　図4には、第2の実施例を示す。ここでは、区画9は、光ガイド板3、および部分17を有す
る。部分17は、LED5およびコリメータ125を有する。コリメータ125は、LED5と入力結合フ
ァセット11の間に配置される。あるいは、コリメータは、光ガイドの一部であっても良く
、例えば光ガイド板と一体化される。この代替実施例では、入力結合ファセットは、存在
しない。図4に示した実施例に戻ると、前記入力結合ファセット11の反対側には、部分17
と光ガイド板3の間の界面に、第1の出力結合ファセット13が配置される。コリメータ125
は、LED5と対面する第2の出力結合ファセット115を有する。
【００３８】
　LED5から放射された光は、方向19を有し、光は、コリメータ125に入射される。光の第1
の部分は、コリメータ125の平坦面に入り、該コリメータ125により平行化され、コリメー
タ125から放出され、これにより、入力結合ファセット11に入射する。光の第1の部分が光
ガイド板3に入射すると、光は、実質的に全内部反射状態で、光ガイド板3を伝播し、照明
システム1に含まれる他のLED5から放射された光と混合し、その後、第1の出力結合ファセ
ット13に入射される。次に、光の第1の部分は、第1の通常方向121において、光ガイド板3
から放出される。しかしながら、LED5から放射された光の第2の部分は、コリメータの傾
斜表面、すなわち第2の出力結合ファセット115に入射する。次に、光の第2の部分は、反
射され、前記部分17から、前記第1の通常方向121とは反対の、第2の通常方向123に放出さ
れる。その後、光の第2の部分は、混合されず、これは、各LED5が、平行化混合光を第1の
通常方向121に放射し、発散光および未混合光を第2の方向123に放射することを意味する
。
【００３９】
　図5および6には、部分17の代替実施例を示す。図5において、光部材227は、LED5とコリ
メータ225の間に配置される。光部材227は、出力結合ファセット215を有する。図6では、
光部材227は、コリメータ225と入力結合ファセット11の間に配置される。
【００４０】
　以上、本発明の特定の実施例について示したが、本発明では、光の入力結合および混合
において、異なる形状配置、または構成を利用することもできる。
【００４１】
　図7および8には、LEDと、光を混合するための光ガイドとを使用した照明器具の代替形
状配置を示す。図7において、光ガイド板3は、光ガイド3の面に配置された、複数のLED5
を有するように示されている。各LED5に隣接して、ミラーストリップ35が、光ガイド板3
への光の入力結合用に配置される。光ガイド板3に隣接して、非対称再誘導薄膜33が配置
され、光ガイド板3から出力結合された光の方向が変化する。
【００４２】
　図8には、別の形状配置を示す。複数のLED5は、プリント回路基盤37上に配置され、プ
リント回路基盤37は、複数のスロットを有する。光ガイド板3は、小さなウェッジを有し
、光ガイド板3は、複数のLED5が光ガイド板3の面内に配置されるように配置される。LED5
に隣接して、コリメータストリップ39が配置され、前記光ガイド板3に光が入力結合され
る。各コリメータストリップ39は、周囲ミラーストリップ41を有する。光ガイド板3に隣
接して、非対称再誘導薄膜33が配置され、光ガイド板3から出力結合した光の方向が変化
する。
【００４３】
　図9には、天井に取り付けられた照明システム1の実施例を示すが、この照明システムは
、壁など、いかなる土台に設置されても良いことは、容易に理解できる。照明システム1
は、床に向かって、第1の通常方向に平行化光を放射し、従って通常の照明が形成される
とともに、第2の方向23に光を放射する。第2の方向23に放射された光は、平行化され、ま
たは平行化されておらず、すなわち発散していても良い。天井には、照明システム1の上
部に、対象29が設置され、対象29は、照明システム1から第2の方向23に放射された光によ
って照射される。第1の方向21に放射された光と第2の方向23に放射された光とでは、平行
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化の度合いが異なるため、照射対象29を眺める観者は、通常の照明によって、ギラツキを
感じることはない。
【００４４】
　ここで、さらなる実施例において、図4、5、6、9を参照すると、分布7において配置さ
れた各LED5は、制御ユニットによって、個々に制御されても良い。LED5は、異なる色の光
を放射し、第1の通常方向21、121において、混合光が放射されるため、通常の照明は、均
一色であっても良い。しかしながら、第2の方向23、123に放射される光は、発散、または
未混合であり、天井に明るいスポットを形成する。LED5は、個々に制御されるため、天井
には、静止画または動画が形成され得る。また、第2の通常方向23、123に放射された光は
、平行化されても良く、これにより各LED5から、より明確な光スポットが得られる。照明
装置1と天井の間の距離は、スポットの寸法を定め、通常、この距離は、2つのLED間の距
離とほぼ同じ距離にされる。そのような使用では、解像度は、ほぼ1LED／cm2となる。60m
Wオーダーの低出力LEDを使用することにより、照明システム1の全体の電力消費が抑えら
れ、ヒートシンクのような、熱管理システムの必要性が排除される。LED効率の改善、お
よび／または高出力LEDの使用により、照明装置の光出力を同等に維持したまま、LED空間
を広げることができるようになることに留意する必要がある。制御ユニットは、行および
列の駆動方式を採用しても良く、これは、従来から良く知られ、LCD、OLED等のアクティ
ブ電子ディスプレイに、広く使用されている。
【００４５】
　以上、主に、いくつかの実施例を参照して、本発明について説明した。しかしながら、
当業者には明らかなように、添付の特許請求の範囲によって定められた、前述のもの以外
の他の実施例も、同様に、本発明の範囲に属する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月30日(2009.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ガイド、
　前記光ガイドに光を結合するように配置された光源、
　を有する照明システムであって、
　前記光ガイドは、
　光の少なくとも一部が、第1の通常方向に放射され、
　前記光の少なくとも一部が、前記第1の通常方向とは異なる、第2の通常方向に放射され
るように配置され、
　前記第1の通常方向において、前記前記光ガイドから出力結合された光は、平行化され
、
　前記第2の通常方向において、前記前記光ガイドから出力結合された光は、発散してい
ることを特徴とする照明システム。
【請求項２】
　前記光源は、半導体光源であることを特徴とする請求項1に記載の照明システム。
【請求項３】
　前記光ガイドに光を結合するように配置された、複数の光源を有することを特徴とする
請求項1または2に記載の照明システム。
【請求項４】
　前記複数の光源は、前記光ガイドに、面内で分布されるように配置されることを特徴と
する請求項3に記載の照明システム。
【請求項５】
　前記複数の光源のうちの少なくとも一つの光源は、コリメータを有することを特徴とす
る請求項3または4に記載の照明システム。
【請求項６】
　前記光源の分布の少なくとも一つの区画は、前記光ガイドに、ある光源からの光を結合
する入力結合ファセットと、前記第1の通常方向に、前記光ガイドからの光を結合する第1
の出力結合ファセットと、を有し、
　前記LED分布の前記区画は、さらに、前記第2の通常方向に、前記光ガイドからの光を結
合する第2の出力結合ファセットを有することを特徴とする請求項3乃至5のいずれか一つ
に記載の照明システム。
【請求項７】
　前記第2の出力結合ファセットは、前記第1の出力結合ファセットに隣接することを特徴
とする請求項6に記載の照明システム。
【請求項８】
　前記第1および前記第2の出力結合ファセットのいずれかは、反射性であり、前記光ガイ
ドの前記面に対して傾斜されていることを特徴とする請求項6または7に記載の照明システ
ム。
【請求項９】
　前記第2の出力結合ファセットは、湾曲していることを特徴とする請求項6乃至8のいず
れか一つに記載の照明システム。
【請求項１０】
　前記第1の出力結合ファセットおよび前記第2の出力結合ファセットは、共通のv形状を
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形成することを特徴とする請求項6乃至9のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１１】
　前記第2の出力結合ファセットは、前記光源に隣接して配置されることを特徴とする請
求項6乃至9のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１２】
　前記複数の光源のうちの少なくとも一つの光源は、コリメータを有し、
　前記コリメータは、前記第2の出力結合ファセットを有することを特徴とする請求項6乃
至11のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１３】
　各第1の出力結合ファセットは、対応する入力結合ファセットと対向することを特徴と
する請求項6に記載の照明システム。
【請求項１４】
　前記第2の通常方向は、前記第1の方向とは反対であることを特徴とする請求項1乃至13
のいずれか一つに記載の照明システム。
【請求項１５】
　請求項1乃至14のいずれか一つに記載の照明システムを有する透明照明器具（illuminai
re）。
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